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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月17日(2016.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　図示及び上述された要素は、様々な形態のハードウェア、ソフトウェア又はそれらの組
み合わせにおいて実装されてよい点が理解されるべきである。望ましくは、それらの要素
は、１つ以上の適切にプログラムされる汎用の機器においてハードウェア及びソフトウェ
アの組み合わせで実装される。そのような汎用の機器は、プロセッサ、メモリ及び入力／
出力インタフェースを有してよい。本明細書は、本開示の原理を表す。よって、当業者は
、ここで明示的に記載又は図示されていないとして、本開示の原理を具現し且つその適用
範囲内に含まれる様々な構成に想到可能であることが認識されるであろう。ここで挙げら
れている全ての例及び条件は、当該技術を促進させることに本発明者によって寄与される
概念及び本開示の原理を読者が理解するのを助ける情報的な目的を意図され、そのような
具体的に挙げられている例及び条件に制限されるものとして解釈されるべきでない。更に
、本開示の原理、態様、及び実施形態、並びにそれらの具体例を挙げる全ての記述は、そ
の構造上及び機能上の等価物を包含するよう意図される。加えて、そのような等価物は、
現在知られている等価物及び将来開発される等価物、すなわち、構造にかかわらず同じ機
能を実行する開発されたあらゆる要素、の両方を含むことが意図される。よって、例えば
、当業者に明らかなように、ここで与えられているブロック図は、本開示の原理を具現す
る実例となる回路構成の概念図を表す。同様に、如何なるフローチャート、フロー図、状
態遷移図、疑似コード、及び同様のものも、コンピュータ可読媒体において実質的に表現
され、故に、コンピュータ又はプロセッサによって、そのようなコンピュータ又はプロセ
ッサが明示的に示されていようとなかろうと実行される様々なプロセスを表す。　
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　上記の実施形態に加えて、以下の付記を開示する。
（付記１）
　キャプチャモードの開始を示す制御信号の先頭を受信するステップと、
　キャプチャされたビデオデータを生成するよう、前記制御信号の前記先頭に応答して、
キャプチャモードを開始するステップと、
　前記制御信号の前記先頭に応答して、タイマを起動するステップと、
　前記制御信号の終点を受信するステップと、
　経過時間を発生させるよう、前記制御信号の前記終点に応答して、前記タイマを止める
ステップと、
　前記経過時間を閾時間と比較するステップと、
　前記経過時間が前記閾時間よりも短いことに応答して、前記キャプチャされたビデオデ
ータの一部をセーブするステップと
　を有する方法。
（付記２）
　前記制御信号の前記先頭は、画像キャプチャキーの作動に応答して生成され、前記制御
信号の前記終点は、前記画像キャプチャキーの解除に応答して生成される、
　付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記画像キャプチャキーは、タッチスクリーンに表示される、
　付記２に記載の方法。
（付記４）
　前記キャプチャモードは、前記制御信号の前記終点に応答して停止される、
　付記１に記載の方法。
（付記５）
　前記キャプチャされたビデオデータの前記一部は、画像である、
　付記１に記載の方法。
（付記６）
　前記キャプチャされたビデオは、前記経過時間が前記閾時間よりも長いことに応答して
、ビデオファイルとしてセーブされる、
　付記１に記載の方法。
（付記７）
　画像キャプチャキーを表示し、該画像キャプチャキーの作動に応答して第１制御信号を
、及び前記画像キャプチャキーの非作動に応答して第２制御信号を生成するタッチスクリ
ーンと、
　閾時間を記憶する第１メモリと、
　前記第１制御信号に応答して、ビデオデータをセーブすることを含むキャプチャシーケ
ンスを開始し、前記第２制御信号に応答して前記キャプチャシーケンスを停止させるプロ
セッサと、
　前記ビデオデータの一部を記憶する第２メモリと
　を有し、
　前記プロセッサは、前記第１制御信号に応答してタイマを起動し、前記第２制御信号に
応答して前記タイマを止めてタイマ値を生成するよう更に動作し、前記プロセッサは、前
記タイマ値を前記閾時間と比較するよう更に動作し、前記ビデオデータの前記一部は、前
記タイマ値が前記閾時間よりも短いことに応答してセーブされる、
　装置。
（付記８）
　前記第２制御信号は、前記画像キャプチャキーの解除に応答して生成される、
　付記７に記載の装置。
（付記９）
　前記ビデオデータの前記一部は、画像である、
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　付記７に記載の装置。
（付記１０）
　前記ビデオデータは、前記タイマ値が前記閾時間よりも長いことに応答して、ビデオフ
ァイルとしてセーブされる、
　付記７に記載の装置。
（付記１１）
　画像をキャプチャする方法であって、
　画像キャプチャキーをタッチスクリーンに表示するステップと、
　前記画像キャプチャキーの作動に応答して制御信号を生成するステップと、
　前記制御信号に応答して、タイマを起動すること及びビデオデータストリームをセーブ
することを含む画像キャプチャモードを開始するステップと、
　経過時間を発生させるよう、前記制御信号の終点に応答して、前記タイマを止めるステ
ップと、
　前記経過時間を閾時間と比較するステップと、
　前記経過時間が前記閾時間よりも短いことに応答して、前記ビデオデータストリームの
一部をセーブするステップと
　を有する方法。
（付記１２）
　前記制御信号の前記終点は、前記画像キャプチャキーの解除に応答して生成される、
　付記１１に記載の方法。
（付記１３）
　前記画像キャプチャモードは、前記制御信号の前記終点に応答して停止される、
　付記１１に記載の方法。
（付記１４）
　前記ビデオデータストリームの前記一部は、画像である、
　付記１１に記載の方法。
（付記１５）
　前記ビデオデータストリームは、前記経過時間が前記閾時間よりも長いことに応答して
、ビデオファイルとしてセーブされる、
　付記１１に記載の方法。
（付記１６）
　ビデオデータストリームを生成する画像センサと、
　ユーザ入力を受け、該ユーザ入力に応答して制御信号を生成するタッチスクリーンと、
　閾値を記憶するメモリと、
　タイマを起動し、且つ、前記制御信号に応答して前記ビデオデータストリームをセーブ
するプロセッサと
　を有し、
　前記プロセッサは、時間値を生成するよう、前記制御信号の変化に応答して、前記タイ
マを止めるよう更に動作し、前記プロセッサは、前記時間値が前記閾値よりも小さいこと
に応答して、前記ビデオデータストリームの一部を前記メモリにセーブするよう更に動作
する、
　装置。
（付記１７）
　前記制御信号の先頭は、前記タッチスクリーンに表示されている画像キャプチャキーの
作動に応答して生成され、前記制御信号の前記変化は、前記画像キャプチャキーの解除に
応答して生成される、
　付記１６に記載の装置。
（付記１８）
　前記ビデオデータストリームの前記セーブは、前記制御信号の前記変化に応答して停止
される、
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　付記１６に記載の装置。
（付記１９）
　前記ビデオデータストリームの前記一部は、画像である、
　付記１６に記載の装置。
（付記２０）
　前記ビデオデータストリームは、前記時間値が前記閾値よりも大きいことに応答して、
ビデオファイルとしてセーブされる、
　付記１６に記載の装置。
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